
北
海
道
Ｎ
Ｉ
Ｅ
推
進
協
議
会

（
菊
池
安
吉
会
長
）
の
２
０
２

２
年
度
総
会
が
５
月
14
日
、
北

海
道
新
聞
本
社
（
札
幌
市
中
央

区
）
を
拠
点
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で

開
か
れ
た
。
３
年
ぶ
り
と
な
る

北
海
道
セ
ミ
ナ
ー
や
、
地
区
セ

ミ
ナ
ー
の
開
催
計
画
、
推
進
協

議
会
の
25
年
記
念
誌
発
行
を
盛

り
込
ん
だ
本
年
度
活
動
計
画
な

ど
が
書
面
決
議
で
承
認
さ
れ
た

こ
と
を
報
告
。
21
年
度
の
優
秀

実
践
３
校
を
表
彰
し
た
。（
関

連
記
事
３
面
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

予
防
を
考
慮
し
た
書
面
決
議
は

３
年
連
続
。
議
案
は
会
員
64
人

に
送
付
し
、
過
半
数
の
承
認
を

得
た
。
総
会
に
は
全
道
の
Ｎ
Ｉ

Ｅ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
本
年
度
の

実
践
指
定
校
代
表
者
ら
教
育
、

報
道
関
係
者
約
40
人
が
参
加
し

た
。21

年
度
の
活
動
報
告
は
、
公

開
授
業
や
実
践
発
表
な
ど
25
分

科
会
を
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
し

た
第
26
回
Ｎ
Ｉ
Ｅ
全
国
大
会
札

幌
大
会
に
延
べ
１
万
１
４
０
０

件
を
超
す
ア
ク
セ
ス
が
あ
り
、

オ
ン
デ
マ
ン
ド
視
聴
数
は
約
１

７
５
０
件
だ
っ
た
こ
と
な
ど
が

紹
介
さ
れ
た
。

推
進
協
議
会
は
昨
年
６
月
、

創
設
25
周
年
を
迎
え
た
。
記
念

誌
は
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
や
道
内
各

地
で
Ｎ
Ｉ
Ｅ
に
取
り
組
む
教
諭

ら
の
寄
稿
を
中
心
と
す
る
「
本

編
」
と
、
こ
れ
ま
で
の
セ
ミ
ナ

ー
や
全
実
践
指
定
校
な
ど
、
25

年
間
の
歩
み
を
ま
と
め
た
「
資

料
編
」
か
ら
な
る
。
年
内
に
発

行
予
定
。

北
海
道
セ
ミ
ナ
ー
は
８
月
10

日
に
開
か
れ
る
。
推
進
協
議
会

25
年
を
記
念
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
。
地
区

セ
ミ
ナ
ー
は
８
月
の
札
幌
地
区

か
ら
計
７
回
を
予
定
す
る
。

21
年
度
に
優
れ
た
実
践
を
行

っ
た
と
し
て
、
別
海
町
立
中
西

別
小（
代
表
・
本
間
智
子
教
諭
）、

む
か
わ
町
立
鵡
川
中
（
同
・
片

岡
鉄
也
教
諭
）、
北
海
道
科
学

大
学
高
（
同
・
山
下
卓
教
頭
、

立
野
統
子
教
諭
）
の
３
校
を
表

彰
。
賞
状
を
贈
る
と
と
も
に
、

各
校
代
表
者
が
実
践
を
紹
介
し

た
。
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
３
人
が

退
任
し
、
新
た
に
根
本
渉
さ
ん

（
別
海
町
立
上
西
春
別
中
校

長
）
と
川
上
知
子
さ
ん
（
新
ひ

だ
か
町
立
三
石
中
教
諭
）
が
加

わ
り
、
13
人
体
制
と
な
っ
た
。

本
年
度
実
践
指
定
校
は
37
校
。

新
規
校
を
代
表
し
て
３
人
が
あ

い
さ
つ
し
た
。

別
海
町
立
上
西
春
別
中
学
校
校
長
の
根
本
渉
さ
ん

（
56
）
は
、
中
学
校
社
会
科
教
諭
と
し
て
新
聞
活
用
を
始

め
た
。
町
教
委
勤
務
時
に
は
、
町
内
の
全
小
中
学
生
が
月

１
回
、
新
聞
で
学
ぶ
「
別
海
町
新
聞

の
日
」
制
定
に
尽
力
し
た
。「
Ｎ
Ｉ

Ｅ
は
学
び
の
土
台
を
築
く
だ
け
で
な

く
、良
い
市
民
の
育
成
に
つ
な
が
る
。

皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
み

た
い
」
と
抱
負
を
語
る
。

新
ひ
だ
か
町
立
三
石
中
学
校
教
諭
の
川
上
知
子
さ
ん

（
40
）
は
、
前
任
校
の
地
理
の
公
開
授
業
で
京
都
の
景
観

条
例
を
扱
っ
た
際
、
地
元
紙
を
教
材
に
使
っ
た
の
が
Ｎ
Ｉ

Ｅ
の
原
点
。
昨
年
の
全
国
大
会
札
幌

大
会
で
は
「
ア
イ
ヌ
文
化
学
習
と
Ｎ

Ｉ
Ｅ
」を
テ
ー
マ
に
実
践
発
表
し
た
。

現
在
は
日
高
Ｎ
Ｉ
Ｅ
研
究
会
の
事
務

局
長
。「
Ｎ
Ｉ
Ｅ
の
良
さ
を
広
め
て

い
き
た
い
」
と
話
す
。

北
海
道
Ｎ
Ｉ
Ｅ
推
進
協
議
会

は
本
年
度
、
７
回
の
地
区
セ
ミ

ナ
ー
を
計
画
し
て
い
る
（
一
覧

表
参
照
）。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
予
防
か
ら
、
オ
ン
ラ

イ
ン
を
併
用
し
て
開
か
れ
る
。

授
業
の
多
く
は
事
前
に
撮
影
し

て
公
開
す
る
が
、
離
島
の
町
立

礼
文
小
か
ら
は
、
授
業
を
ラ
イ

ブ
中
継
す
る
予
定
。

本
年
度
初
回
の
地
区
セ
ミ
ナ

ー
は
、「
札
幌
地
区
」（
８
月
23

日
、
北
海
道
Ｎ
Ｉ
Ｅ
研
究
会
共

催
）。
以
後
、
ほ
ぼ
月
に
１
回

開
催
す
る
。「
宗
谷
地
区
」（
９

月
７
日
）
は
、
礼
文
小
３
、
４

年
生
の
道
徳
の
授
業
を
ラ
イ
ブ

中
継
し
、
全
道
か
ら
の
参
加
者

が
視
聴
す
る
。
学
校
で
は
島
内

他
校
の
教
員
も
授
業
を
参
観

し
、
研
究
討
議
を
行
う
予
定
。

問
い
合
わ
せ
は
推
進
協
議
会

事
務
局
（
北
海
道
新
聞
社
内
）、

電
話
は
０
１
１
・
２
１
０
・
５

８
０
２
へ
。

オンラインで開かれた推進協議会の総会

礼
文
小
の
授
業
ラ
イ
ブ
中
継

礼
文
小
の
授
業
ラ
イ
ブ
中
継

本
年
度
地
区
セ
ミ
ナ
ー

本
年
度
地
区
セ
ミ
ナ
ー
77
回回

優
秀
実
践

優
秀
実
践
33
校
を
表
彰

校
を
表
彰

推
進
協
総
会  

25
年
誌
、年
内
発
行

新任アドバイザー抱負新任アドバイザー抱負

別
海
・
上
西
春
別
中
校
長　

根
本  

渉
さ
ん

新
ひ
だ
か
・
三
石
中
教
諭　

川
上  

知
子
さ
ん

学
び
の
土
台
築
く

良
さ
を
広
め
た
い

2022 年度ＮＩＥ地区セミナー開催計画
日　　程 地　　区 授業公開校
8月23日 札幌 札幌・藤野小
9月 7日 宗谷 礼文小
10月 日胆 未定
11月29日 根室 別海・中西別小
12月 6 日 上川 旭川・永山西小
12月20日 オホーツク （実践発表のみ）

十勝 未定
註）札幌：北海道ＮＩＥ研究会共催
　　上川：上川・旭川ＮＩＥ研究会共催
　　十勝：北海道十勝新聞教育研究会共催
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一
日
の
ス
タ
ー
ト
は
、
新
聞

を
読
む
こ
と
か
ら
。

私
自
身
、
新
聞
を
読
む
こ
と

が
好
き
な
こ
と
か
ら
、
生
徒
に

も
新
聞
に
興
味
や
関
心
を
も
っ

て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い

で
、
学
校
図
書
館
で
の
掲
示
物

や
展
示
に
新
聞
を
よ
く
活
用
し

て
い
ま
す
。
新
聞
は
、
端
的
に

文
章
や
写
真
・
図
版
が
ま
と
め

ら
れ
て
い
る
の
で
切
り
抜
い
て

掲
示
し
や
す
く
、
定
期
的
に
新

し
い
も
の
が
入
っ
て
く
る
の
で

活
用
し
や
す
い
メ
デ
ィ
ア
だ
と

思
い
ま
す
。
生
徒
た
ち
に
少
し

で
も
新
聞
を
身
近
に
感
じ
て
も

ら
え
る
よ
う
、
学
校
図
書
館
で

取
り
組
ん
で
い
る
実
践
を
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

は
じ
め
に
紹
介
す
る
の
は
、

学
校
図
書
館
前
の
掲
示
板
を
利

用
し
た
掲
示
で
、
見
ど
こ
ろ
を

示
し
た
新
聞
の
一
面
比
べ
や
社

説
比
べ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
感

染
症
対
策
で
図
書
館
利
用
に
制

限
が
あ
っ
た
時
期
は
、
図
書
館

前
の
掲
示
が
生
徒
と
図
書
館
を

つ
な
ぐ
大
切
な
場
で
し
た
の

で
、新
聞
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

見
ご
た
え
の
あ
る
掲
示
が
で
き

ま
し
た
。

ま
た
、
生
徒
の
関
心
が
高
か

っ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
際

に
は
日
々
の
号
外
を
一
覧
で
掲

示
し
た
り
、
北
京
冬
季
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
際
に
は
新
聞
か
ら
切

り
抜
い
た
写
真
を
大
き
な
模
造

紙
に
コ
ラ
ー
ジ
ュ
す
る
な
ど
、

目
を
引
く
写
真
の
力
の
お
か
げ

も
あ
り
、
生
徒
は
も
ち
ろ
ん
先

生
方
に
も
好
評
で
し
た
。

次
に
、
学
校
図
書
館
の
開
館

時
間
以
外
で
も
自
由
に
新
聞
が

読
め
る
よ
う
な
環
境
を
つ
く
り

た
い
と
始
め
た
「
ス
キ
マ
時
間

に
Ｎ
Ｉ
Ｅ
」
コ
ー
ナ
ー
に
つ
い

て
で
す
。
図
書
館
前
の
掲
示
板

に
設
け
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
作
っ

た
段
ボ
ー
ル
製
の
閲
覧
台
で
新

聞
を
め
く
っ
て
読
め
る
ほ
か
、

生
活
や
学
び
に
つ
な
が
る
記
事

や
話
題
の
記
事
を
掲
示
し
て
い

る
の
で
、
生
徒
は
い
つ
で
も
新

聞
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
時
に
は
、
見
出
し
を
隠
し

て
ク
イ
ズ
形
式
に
し
た
り
、
図

や
コ
メ
ン
ト
を
付
け
加
え
て
記

事
の
内
容
を
補
足
し
た
り
し

て
、
興
味
を
も
っ
て
新
聞
記
事

を
読
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
工

夫
も
し
て
い
ま
す
。

昨
年
は
、
こ
の
「
ス
キ
マ
時

間
に
Ｎ
Ｉ
Ｅ
」
を
移
動
式
の
掲

示
板
で
も
同
様
に
作
り
、
期
間

限
定
で
職
員
室
前
に
設
置
し
ま

し
た
。
図
書
館
前
ま
で
足
を
運

ば
な
く
て
も
新
聞
を
身
近
で
読

め
る
と
あ
っ
て
、
特
に
職
員
室

近
く
に
教
室
の
あ
る
三
年
生
が

新
聞
を
読
ん
で
い
る
姿
を
よ
く

見
か
け
ま
し
た
。
今
年
は
常
時

設
置
で
き
る
よ
う
、
職
員
会
議

で
了
承
を
得
た
と
こ
ろ
で
す
。

日
常
的
に
は
、
新
聞
記
事
と

関
連
す
る
本
を
一
緒
に
展
示
し

て
、
本
へ
の
興
味
関
心
を
高
め

た
り
、
社
会
と
の
つ
な
が
り
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

し
た
り
し
て
、
生
徒
と
本
と
新

聞
を
つ
な
ぐ
活
動
に
も
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。

日
々
、
学
校
図
書
館
で
活
用

で
き
る
記
事
の
選
択
・
収
集
に

努
め
て
い
ま
す
が
、
そ
の
整
理

や
保
存
に
関
し
て
は
、
ま
だ
試

行
錯
誤
中
で
す
。
現
在
は
、
図

書
の
分
類
に
な
ら
っ
て
日
本
十

進
分
類
法
（
Ｎ
Ｄ
Ｃ
）
を
採
用

し
て
い
ま
す
が
、
新
聞
を
「
必

要
な
時
に
い
つ
で
も
使
え
る
資

料
」
と
し
て
ど
う
整
理
し
保
存

し
て
お
く
と
使
い
勝
手
が
よ
い

の
か
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
含

め
持
続
可
能
な
方
法
を
探
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
年
度
、
勤
務
校
の
栄
町
中

学
校
は
日
本
新
聞
協
会
認
定
の

実
践
指
定
校
に
認
定
さ
れ
、
学

校
司
書
に
よ
る
実
践
が
二
学
期

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
生
徒
と
新

聞
を
つ
な
ぐ
た
め
の
、
さ
ら
な

る
工
夫
や
取
り
組
み
を
進
め
て

い
く
と
と
も
に
、
先
生
方
と
連

携
を
深
め
、
授
業
や
特
別
活
動

に
活
用
で
き
る
新
聞
の
提
供
や

実
践
事
例
の
提
示
な
ど
、
学
校

司
書
な
ら
で
は
の
視
点
で
進
め

る
Ｎ
Ｉ
Ｅ
活
動
の
実
践
を
重
ね

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

２
０
２
２
年
度
の
道
内
Ｎ
Ｉ

Ｅ
実
践
指
定
校
が
決
ま
っ
た
。

日
本
新
聞
協
会
認
定
は
前
年
度

よ
り
１
校
多
い
37
校
と
な
っ

た
。
北
海
道
Ｎ
Ｉ
Ｅ
推
進
協
議

会
の
独
自
認
定
校
は
な
か
っ
た

（
一
覧
表
参
照
）。
義
務
教
育
学

校
や
学
校
図
書
館
を
中
心
と
し

た
新
た
な
取
り
組
み
も
期
待
さ

れ
る
。

内
訳
は
、
小
学
校
13
、
義
務

教
育
学
校
１
、
中
学
校
15
、
高

校
６
、
高
等
支
援
学
校
２
。
新

規
校
14
、
継
続
校
は
23
と
な
っ

た
。年
度
内
の
一
定
期
間
、新
聞

協
会
加
盟
各
社
の
新
聞
が
無
償

提
供
さ
れ
授
業
で
活
用
す
る
。

今
春
、
樹
海
小
学
校
と
樹
海

中
学
校
が
統
合
し
た
義
務
教
育

学
校
の
富
良
野
市
立
樹
海
学
校

は
、
小
中
連
携
し
た
取
り
組
み

が
可
能
に
な
る
。
札
幌
市
立
栄

町
中
学
校
は
、
学
校
司
書
が
Ｎ

Ｉ
Ｅ
の
実
践
代
表
と
な
る
。
学

校
図
書
館
と
Ｎ
Ｉ
Ｅ
は
、
昨
年

の
Ｎ
Ｉ
Ｅ
全
国
大
会
札
幌
大
会

で
も
実
践
が
報
告
さ
れ
、
Ｎ
Ｉ

Ｅ
活
動
の
広
が
り
が
期
待
さ
れ

る
分
野
だ
。

日
本
新
聞
協
会
は
７
月
８

日
、
本
年
度
の
全
国
の
Ｎ
Ｉ
Ｅ

実
践
指
定
校
５
３
４
校
（
前
年

度
比
７
校
減
）
を
認
定
。
都
道

府
県
別
で
、
北
海
道
は
37
校
と

な
り
東
京
都
の
35
校
を
上
回
り

最
多
と
な
っ
た
。

札
幌
市
立
栄
南
中
、栄
町
中
　
学
校
司
書
　
児
玉  

優
子

「
ス
キ
マ
時
間
」を
活
用
／
生
徒
と
本
と
新
聞
つ
な
ぐ

義
務
教
育
学
校
、学
校
図
書
館
で
も

本
年
度
、道
内
実
践
校
37
校

【日本新聞協会認定】
＜小学校＞

道
内
の
本
年
度
Ｎ
Ｉ
Ｅ
実
践
指
定
校
（
★
は
新
規
認
定
校
）

　登別市立富岸小学校
　夕張市立ゆうばり小学校
　岩見沢市立中央小学校
　芦別市立上芦別小学校
　別海町立中西別小学校
　札幌市立桑園小学校
　札幌市立栄南小学校
★札幌市立緑丘小学校 
★札幌市立福移小学校
★日高町立厚賀小学校
★札幌市立明園小学校
★旭川市立永山小学校
★帯広市立愛国小学校

＜義務教育学校＞
　富良野市立樹海学校（小・中）

＜中学校＞
　札幌市立もみじ台中学校
　小樽市立北陵中学校
　むかわ町立穂別中学校
　むかわ町立鵡川中学校
　札幌市立北辰中学校
　札幌市立あやめ野中学校
　平取町立平取中学校
　浦幌町立上浦幌中学校
　函館市立銭亀沢中学校
★札幌市立真栄中学校
★札幌市立栄町中学校
★標津町立標津中学校
★別海町立上西春別中学校
★幕別町立忠類中学校
★芽室町立芽室西中学校

＜高校、支援学校＞
　札幌新陽高等学校
　北海道札幌手稲高等学校
　星槎国際高等学校帯広学習センター
　北海道科学大学高等学校
　北海道釧路東高等学校
　北海道富良野高等学校
★市立札幌みなみの杜高等支援学校
★北海道函館高等支援学校

2022 年（令和 4年）7 月 31 日
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月
１
回
の
「
別
海
町
新
聞
の
日
」
に
は
、
全

小
中
学
生
に
新
聞
が
配
布
さ
れ
、
多
彩
な
実
践

を
行
う
。
児
童
数
27
人
の
同
校
は
小
所
帯
を
生

か
し
、
複
式
学
級
な
ど
で
５
紙
の
比
較
読
み
、

ま
わ
し
よ
み
新
聞
、
か
べ
新
聞
づ
く
り
な
ど
を

展
開
す
る
。

実
践
報
告
書
の
題
は
「『
一
人
で
読
む
』
か

ら
『
み
ん
な
と
読
む
・
伝
え
る
』
へ
」。
児
童

が
１
人
で
新
聞
を
手
に
取
っ
て
数
カ
月
後
、
次

第
に
ほ
か
の
児
童
に
関
心
が
向
く
変
容
を
感
じ

取
り
導
く
。
本
間
教
諭
は
「
１
年
目
は
児
童
が

他
者
と
つ
な
が
る
楽
し
さ
を
味
わ
っ
た
」
と
い

う
。
自
分
の
考
え
を
持
つ
こ
と
を
目
標
に
、
２

年
目
に
は
相
手
へ
の
発
信
に
力
を
入
れ
る
。

全
学
年
社
会
科
の
授
業
と
し
て
、
胆
振
東
部

地
震
か
ら
３
年
に
な
る
昨
年
９
月
の
７
紙
を
読

み
比
べ
た
。
被
災
地
は
ど
の
よ
う
に
復
興
が
進

み
、
今
何
が
課
題
な
の
か
を
学
ん
だ
。

さ
ら
に
２
年
生
社
会
科
の
授
業
で
「
千
島
海

溝
・
日
本
海
沿
い
の
巨
大
地
震
に
伴
う
津
波
の

新
浸
水
想
定
に
つ
い
て
」
の
記
事
を
読
み
、
ど

の
く
ら
い
浸
水
域
が
広
が
る
か
予
想
し
た
。
そ

の
上
で
、
学
校
周
辺
を
歩
く
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
を
町
民
も
参
加
し
て
行
い
、
被
害
や
対
策
を

考
え
た
。
片
岡
教
諭
は
「
防
災
を
自
分
事
と
し

て
と
ら
え
る
の
に
新
聞
は
有
効
だ
っ
た
。
今
後

も
子
供
た
ち
と
何
が
で
き
る
か
考
え
た
い
」。

昨
年
７
月
、
複
数
紙
を
読
み
社
会
問
題
の
解

決
を
考
え
る
「
探
究
活
動
の
日
」
を
設
け
た
。

２
年
生
３
０
０
人
以
上
が
目
指
し
た
の
は
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
の
視
点
だ
。

７
時
間
授
業
に
集
中
し
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
考

え
、
討
議
を
経
て
発
表
に
つ
な
げ
た
。「
高
大

一
体
教
育
」
の
実
現
を
掲
げ
る
同
高
は
今
回
の

た
め
に
系
列
大
学
の
学
生
や
教
職
員
も
そ
ろ

え
、
各
教
室
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
結
ぶ
な
ど
環
境

を
整
え
た
。

年
間
を
通
じ
て
、
朝
学
習
で
「
戦
争
・
平
和
」

に
関
す
る
記
事
を
校
内
に
配
信
す
る
。
山
下
卓

教
頭
は
「
読
む
ス
ピ
ー
ド
が
上
が
り
、
生
徒
の

関
心
が
高
ま
り
ま
し
た
」。

北
海
道
Ｎ
Ｉ
Ｅ
推
進
協
議
会

が
８
月
10
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
開

催
す
る
、
第
６
回
北
海
道
セ
ミ

ナ
ー
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
の
パ
ネ
リ
ス
ト
と
テ
ー
マ

が
決
ま
っ
た
。
道
内
Ｎ
Ｉ
Ｅ
の

「
こ
れ
ま
で
」
と
「
こ
れ
か
ら
」

を
話
し
合
う
。

パ
ネ
リ
ス
ト
は
、
日
本
新
聞

協
会
Ｎ
Ｉ
Ｅ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

志
田
淳
哉
（
札
幌
南
高
教
諭
）、

渥
美
清
孝
（
弟
子
屈
町
立
和
琴

小
校
長
）
と
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

を
長
く
務
め
た
Ｎ
Ｉ
Ｅ
フ
ェ
ロ

ー
の
福
澤
秀
（
旭
川
市
立
明
星

中
校
長
）、
前
フ
ェ
ロ
ー
の
中

原
英
雄
（
釧
路
市
立
清
明
小
校

長
）
の
４
氏
。
司
会
は
推
進
協

議
会
副
会
長
の
兼
間
昌
智
さ
ん

が
務
め
る
。

パ
ネ
ル
討
論
は
、
推
進
協
議

会
設
立
25
年
を
記
念
し
て
行
わ

れ
る
。「
北
海
道
の
Ｎ
Ｉ
Ｅ
25

周
年
～
新
し
い
学
び
を
創
る
Ｎ

Ｉ
Ｅ
～
」
と
題
し
て
、「
私
と

Ｎ
Ｉ
Ｅ
～
こ
の
25
年
～
」「
新

し
い
学
び
を
創
る
Ｎ
Ｉ
Ｅ
」
二

つ
の
テ
ー
マ
を
基
に
意
見
交
換

す
る
。「
新
し
い
学
び
―
」で
は
、

「
主
体
的
な
学
び
と
Ｎ
Ｉ
Ｅ
」

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
Ｎ
Ｉ
Ｅ
」「
30
年
に

向
け
て
～
今
後
の
Ｎ
Ｉ
Ｅ
～
」

の
三
つ
の
課
題
を
設
け
て
議
論

を
深
め
る
。

視
聴
希
望
者
は
推
進
協
議
会

事
務
局
（
北
海
道
新
聞
社
内
）、

電
話
は
０
１
１
・
２
１
０
・
５

８
０
２
へ
。

北
海
道
Ｎ
Ｉ
Ｅ
推
進
協
議
会

は
、
道
内
の
Ｎ
Ｉ
Ｅ
実
践
指
定

38
校
が
１
年
間
行
っ
た
、
教
育

に
新
聞
を
取
り
入
れ
た
授
業
例

を
ま
と
め
た
「
２
０
２
１
年
度

実
践
報
告
書
」
を
発
刊
し
た
＝

写
真
＝
。

指
定
校
は
小
学
11
校
、
中
学

15
校
、高
校
10
校
、高
等
支
援
学

校
と
聾
学
校
が
各
１
校
。昨
年
、

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
さ
れ
た
Ｎ
Ｉ

Ｅ
全
国
大
会
札
幌
大
会
の
実
践

発
表
を
行
っ
た
９
校
を
含
め
、

担
当
教
諭
が
使
っ
た
紙
面
や
指

導
案
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
情

報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
の
活

用
や
、
問
題
解
決
型
の
学
習
、

学
校
が
地
域
や
家
庭
と
共
有
す

べ
き
教
育
目
標
の
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
に
関
す
る
記
述
も
あ

る
。Ａ
４
判
。１
６
０
㌻
。千
部

発
行
。無
料
で
配
布
し
て
い
る
。

希
望
者
は
推
進
協
議
会
事
務

局
、
電
話
は
０
１
１
・
２
１
０
・

５
８
０
２
、
フ
ァ
ク
ス
は
０
１

１
・
２
１
０
・
５
８
２
６
へ
。

　１年間の実践が評価、表彰され
た、小中高各１校の取り組みを紹介
する。

実践報告表彰 3校の取り組み実践報告表彰 3校の取り組み

小所帯を生かし楽しく防災教育 ７紙読み比べ社会問題の解決考える

別
海
町
立
中
西
別
小
学
校

む
か
わ
町
立
鵡
川
中
学
校

北
海
道
科
学
大
学
高
校 本

間  

智
子
教
諭

片
岡  
鉄
也
教
諭

山
下 

卓
教
頭（
右
）、立
野  

統
子
教
諭

工
夫
凝
ら
し
た
実
践

工
夫
凝
ら
し
た
実
践

2121
年
度
報
告
書
発
刊

年
度
報
告
書
発
刊

「「
3030
年
」へ
Ｎ
Ｉ
Ｅ
語
ろ
う

年
」へ
Ｎ
Ｉ
Ｅ
語
ろ
う

推
進
協

推
進
協
2525
年年    

８
月
、北
海
道
セ
ミ
ナ
ー

８
月
、北
海
道
セ
ミ
ナ
ー
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　〇…今号が届くころ、ＮＩＥ全国
大会宮崎大会が開かれる。現地開催
かオンラインかで直前まで揺れた札
幌大会からもう１年。時の過ぎる早
さに驚く。宮崎大会は３年ぶり現地
開催となった。会場で旧交を温める
参加者も多いだろう。一部授業はオ
ンデマンドでも配信する予定。新型
コロナウイルス感染拡大で東京、札
幌と２大会続いた完全オンラインか
らハイブリッド方式に「進化」した。
　〇…当推進協議会は現在、創立
25 年記念誌の発刊作業を進めてい
る。道内各地でＮＩＥに取り組む先
生から授業の思い出や将来への提言
など、いろいろな内容の寄稿が届い
た。

　○…25 年間の実践指定校は延べ
929 校、アドバイザーは同 150 人に
なる。地区セミナーは 174 回。若い
頃、授業公開や実践発表した先生は、
今やＮＩＥのベテランだ。当協議会
は全国大会を２回主管した。改めて
歴史の重さを感じる。
　○…２年間、新型コロナの影響で
開催を見合わせた北海道セミナー
は、推進協議会 30 年に向け意見交
換する。教育はこの数年、新型コロ
ナへの対応も加わり駆け足で変化す
る。ＧＩＧＡスクール構想の前倒し
で、情報通信技術（ＩＣＴ）を使っ
た授業の充実が求められる。新学習
指導要領は本年度から、高校への導
入が始まった。ＮＩＥの歩みは止ま
らない。（坂）

日
本
新
聞
協
会
は
、
第
13
回

「
い
っ
し
ょ
に
読
も
う
！
新
聞

コ
ン
ク
ー
ル
」
の
作
品
を
募
集

し
て
い
る
。
学
校
単
位
で
も
個

人
で
も
応
募
で
き
る
。

小
中
高
生
と
高
専
生
が
対
象

で
、
昨
年
９
月
８
日
～
今
年
９

月
６
日
の
新
聞
記
事
に
つ
い
て

家
族
や
友
人
ら
と
話
し
合
う
。

応
募
用
紙
に
記
事
を
貼
り
付

け
、
①
記
事
を
選
ん
だ
理
由
と

感
想
②
家
族
な
ど
の
意
見
③
話

し
合
っ
た
後
の
自
分
の
意
見
や

提
案
を
記
入
す
る
。

応
募
用
紙
は
Ｎ
Ｉ
Ｅ
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
（h

ttp
s://n

ie.jp
/

）

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。

〒
０
６
０
・
８
７
１
１
（
住
所

不
要
）
北
海
道
新
聞
社
み
ら
い

教
育
推
進
室
内
の
北
海
道
Ｎ
Ｉ

Ｅ
推
進
協
議
会
事
務
局
に
郵
送

す
る
。
９
月
７
日
必
着
。
問
い

合
わ
せ
は
同
事
務
局
、
電
話
は

０
１
１
・
２
１
０
・
５
８
０
２

へ
。

「『
同
じ
ま
ま
で
生
き
残
る
た

め
に
は
、
変
わ
ら
な
け
れ
ば
い

け
な
い
』。
イ
タ
リ
ア
貴
族
の

凋
落
（
ち
ょ
う
ら
く
）
を
描
い

た
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
監
督
の
映

画
『
山
猫
』
で
、
ア
ラ
ン
・
ド

ロ
ン
演
じ
る
タ
ン
ク
レ
デ
ィ
が

老
公
爵
に
こ
う
言
い
放
ち
ま
し

た
。
一
見
、
矛
盾
し
て
い
る
よ

う
で
す
が
、
現
状
を
維
持
す
る

た
め
に
は
周
囲
の
環
境
に
合
わ

せ
て
自
分
も
変
わ
る
べ
き
―
と

い
う
適
応
性
を
意
識
し
た
、
意

味
深
い
名
台
詞
（
せ
り
ふ
）
で

す
」。
弊
社
社
長
の
野
田
龍
也

が
、
室
蘭
民
報
の
今
年
４
月
１

日
付
別
刷
り
に
執
筆
し
た
あ
い

さ
つ
文
の
冒
頭
の
一
節
で
あ

る
。本

紙
は
同
日
付
か
ら
夕
刊
を

朝
刊
に
統
合
し
、
紙
面
ス
タ
イ

ル
を
一
新
し
た
。「
変
わ
っ
た
」

点
の
第
一
は
、
最
終
面
を
「
裏

１
面
」
と
し
た
こ
と
。
新
聞
の

顔
で
あ
る
１
面
の
題
字
は
、
１

９
４
５
年
の
創
刊
初
期
の
書
体

を
モ
チ
ー
フ
に
、黒
文
字
の「
室

蘭
民
報
」
で
重
厚
さ
を
イ
メ
ー

ジ
。
社
を
築
き
上
げ
た
先
輩
方

の
努
力
へ
の
敬
意
を
込
め
た
。

一
方
、
裏
１
面
に
も
題
字
を
入

れ
た
。
こ
ち
ら
は「
む
ろ
み
ん
」

と
ひ
ら
が
な
に
し
て
、
社
会
面

ら
し
く
軟
ら
か
さ
を
表
し
た
。

違
う
題
字
が
表
と
裏
に
使
わ
れ

て
い
る
の
は
、
全
国
で
も
珍
し

い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
に
付
随
す
る
２
点
目

は
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
欄
を
中

面
に
移
し
て
、
そ
れ
ま
で
別
の

面
に
掲
載
し
て
い
た
Ｂ
Ｓ
番
組

表
と
見
開
き
に
し
た
こ
と
。
多

く
の
新
聞
が
長
年
採
用
し
て
い

る
定
番
ス
タ
イ
ル
を
崩
す
の

は
、正
直
勇
気
が
必
要
だ
っ
た
。

当
初
は
読
者
か
ら
の
不
満
の
声

も
数
件
あ
っ
た
が
、
幸
い
現
在

で
は
「
見
や
す
く
な
っ
た
」
と

の
好
評
の
声
が
多
く
な
っ
て
い

る
。３

点
目
は
紙
面
の
ワ
イ
ド
化

で
あ
る
。
１
面
に
は
室
蘭
だ
け

で
な
く
胆
振
管
内
で
最
も
バ
リ

ュ
ー
の
あ
る
記
事
を
掲
載
。
最

終
面
は
写
真
で
見
せ
る
記
事
を

大
胆
に
大
き
く
配
置
し
、
全
国

紙
の
夕
刊
や
週
刊
誌
風
の
レ
イ

ア
ウ
ト
を
目
指
し
た
。
ま
た
、

２
、
３
面
は
登
別
や
伊
達
な
ど

西
胆
振
を
中
心
に
札
幌
、
東
胆

振
と
い
っ
た
各
地
の
ニ
ュ
ー
ス

を
掲
載
。
後
ろ
か
ら
２
ペ
ー
ジ

目
の
15
面
は
、
そ
れ
ま
で
の
社

会
面
と
同
様
に
胆
振
の
軟
派
記

事
を
網
羅
し
た
。

そ
し
て
４
点
目
は
、
コ
ロ
ナ

禍
に
伴
う
イ
ベ
ン
ト
減
少
を
背

景
と
し
た
減
ペ
ー
ジ
で
、
約
２

年
間
休
載
し
て
い
た
特
設
面
の

復
活
で
あ
る
。
医
療
、暮
ら
し
、

文
化
、
町
会
、
教
育
な
ど
、
読

者
の
生
活
ス
タ
イ
ル
に
潤
い
を

持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
バ

ラ
エ
テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る
紙
面
作

り
を
心
掛
け
た
。

こ
れ
ら
の
紙
面
改
革
を
私
た

ち
は
「
第
二
の
創
業
」
と
位
置

付
け
た
。
半
年
ほ
ど
か
け
て
編

集
、
営
業
、
デ
ザ
イ
ン
な
ど
社

内
横
断
的
な
協
議
の
場
を
何
度

も
持
ち
、
テ
ス
ト
版
を
作
製
し

て
新
紙
面
を
具
体
化
し
て
き

た
。
新
紙
面
ス
タ
ー
ト
か
ら
３

カ
月
が
経
過
し
、「
こ
う
変
え

た
ほ
う
が
よ
い
」
な
ど
試
行
錯

誤
の
毎
日
で
あ
る
。
今
後
は
在

る
べ
き
紙
面
内
容
に
つ
い
て
意

見
を
伺
う
「
む
ろ
み
ん
モ
ニ
タ

ー
」の
募
集
も
検
討
し
て
い
る
。

若
者
を
中
心
に
新
聞
、
活
字

が
読
ま
れ
な
く
な
っ
た
と
い
わ

れ
て
久
し
い
。
そ
ん
な
新
聞
受

難
の
時
代
に
あ
っ
て
、
地
域
に

愛
さ
れ
、
地
域
で
生
き
残
っ
て

い
く
た
め
に
、こ
れ
か
ら
も「
変

わ
り
続
け
て
い
く
」
覚
悟
で
新

聞
製
作
に
取
り
組
ん
で
い
く
所

存
で
あ
る
。

編集後記編集後記

室
蘭
民
報
社
編
集
局
報
道
部
長
　
山
田   
晃
司

変わる紙面

写真をワイドに使った室蘭民報新紙面の「裏１面」

地
域
に
愛
さ
れ
続
け
る
た
め

地
域
に
愛
さ
れ
続
け
る
た
め

「
い
っ
し
ょ
に
読
も
う
」

「
い
っ
し
ょ
に
読
も
う
」

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

2022 年（令和 4年）7 月 31 日
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